
学校での熱中症対策活動

静岡県富士市立岩松北小学校

富士市の紹介



総人口 254,201人（平成30年5月1日）





富士市の気象（2017）

年間平均気温 16.1℃
（最高35.1℃、最低－3.4℃）

富士山が見えた日 2１4日
（全体：153日、一部：6１日）



本校の校長室平均気温（午前9時）
H29保健委員会の測定から
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岩松北小学校の紹介



ユネスコスクール



ための教育

E
S
D

ducation for
ustainable
evelopment

ESD
（持続可能な開発なための教育）

環境・貧困・人権・平和・開発といった
様々な地球規模の課題について、その解決
に向けて自分から行動を起こす力を身につ
けるための教育



１年生 身近な自然・身近な地域

２年生 地域の様子と生活

３年生 地域の人々との暮らし

４年生 自然と環境

５年生 様々な人との交流

６年生 自己の生き方

けやき学習（生活科・総合的な学習）



本日の内容

１ 熱中症の発生状況
・気温変化、熱中症救急搬送状況（富士市）

・小中学校の熱中症発生状況（全国、静岡県）
・保健室来室状況（本校）

２ 本校における熱中症対策活動

富士市の平均気温の変化
（国土交通省 気象庁データから）



熱中症（疑い）救急搬送人数
（富士市消防本部警防課資料から）

熱中症の発生場所
（富士市消防本部警防課資料）
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年代別 熱中症救急搬送状況
（富士市消防本部警防課資料）
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年代別 1歳あたりの救急搬送状況
（富士市消防本部警防課資料）
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独立行政法人 日本スポーツ振興センター

学校管理下で発生した児童生徒等の災害について、医療費、障害

見舞金及び、死亡見舞金を支給する災害共済給付業務を行う。

全国の児童生徒の約97％が加入している。
（義務教育諸学校ではほぼ100％、高等学校では98％が加入）

災害給付で蓄積されたデータ分析から、様々な資料が出されている。

平成２６年３月「体育活動における熱中症予防」調査研究報告書 から



熱中症で医療機関を受診した学年別人数
（静岡県内小中学校）

静岡県養護教諭研究会 「たちばな」から
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本校の熱中症の疑いによる来室
H29 全校児童数 692名

0

50

100

150

200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

人 内科

熱中症の疑い

外科



生涯にわたり熱中症を予防できる力を
育てていきたい

小学生から啓発する必要がある

本校における熱中症対策活動

１．子ども主体の活動
２．誰にでも分かりやすい（子ども、大人）
３．持続可能で、負担が少ない
４．環境問題を意識する
５．生涯にわたり、熱中症予防を意識する基礎



子どもが主体的に取り組む



持続可能で負担が少ない

毎日、みんなに伝える







分かりやすい



分かりやすく 自然に啓発できる
（子ども・大人へ）

冬（水分補給：かぜ・インフルエンザ予防）



互いに声かけする

保護者や地域に啓発する



環境問題を考える

けやきカレンダー（年間通じたテーマ）





今年度これからの予定…



暑い季節を快適に（6年生 家庭科）
◎年間指導計画案　第６学年
月 テーマ 題材 小題材 時間 主な活動（☆）と指導（●）

①すずしい住まい方をく
ふうしよう

2

☆すずしい住まい方や着方について話し合う。
●教科書や写真を提示しながら，すずしい住まい方や着方に
関心をもつようにする。
☆すずしい住まい方を調べ，自分の家でできることを話し合
う。
●すずしくする住まい方の工夫や冷房器具の上手な利用の
仕方の例などを調べ，生活に生かしていくようにする。

②すずしい着方をくふう
しよう

1

☆暑い季節を気持ちよく，健康に過ごすための衣服の着方を
考える。
●寒い季節の着方と比較したり，衣服の中の風通しをよくする
方法について話し合ったりする。
☆衣服の汚れの種類と清潔な整え方を調べる。
●手入れの必要性や手入れの手順についてわかるようにす
る。

③洗たくをしてみよう

4

☆洗たくの仕方を調べて，洗たくをする。
●取り扱い絵表示を見て，衣服のよごれや種類に応じて，洗
たくをしていくようにする。

☆休日や夏休みなどに家庭実践をする。チャレンジコーナー

４　暑い季節を快適
に
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環境講座の計画（地元との連携）

「 地球にやさしい生活 わたしたちにできること」

日時：平成30年6月22日（金）

対象：5年生

講師：富士市STOP温暖化地域協議会

（地球温暖化対策地域協議会）



「葉っぱのカーテン エコ風鈴作り」
（児童保健委員会）

「葉っぱのカーテンで癒しの場を
作りたい…」

「ペットボトル風鈴を作って、
全クラスにあげたい…」

体操服の変更（素材・デザイン）



年間のほとんど、体操服で過ごします

通気性のよい新素材に変更したい
（創立30周年）

・洗濯後の乾きやすさ、耐久性

・デザイン（襟をどうするか ➡ お茶色の特別色）

・価格

・保護者の意見 など



サンプルの作成…



ご清聴ありがとうございました


